
研究会報告

情報微分幾何学の展望

東大工学部 甘利俊一

まず始めに､確率分布の族のなす滑らかな多様体を考える｡たとえば､

1次元正規分布の全体は平均pと分散02とを一つの許容座標系とする2次元の多様体
である｡これはある種の確率過程の全体(たとえばMarkovchainの全体)のような
ものであってもよい｡

この多様体に自然に導入されるべ き幾何学構造は何であろうか｡不変性
の原理から､確率分布族のなす多様体には､唯一のRiemann計量と､一組の双対
的なa爪ne接続とが導入される｡ これは従来のRiemann空間を双対性の導入によ
り拡張 したもので､従来のものはこの立場からは自己双対の空間になっている｡

この空間の幾何学を調べていくと､美 しい構造が現れてくる｡特に双対

平坦空間には､Legendre変換と結びついた双対座標系､二つのPotential関数､不
変なdivergence､拡張ピタゴラスの定理､射影定理などが得られる｡

こうした構造は応用上で大きな威力を発揮する｡ 統計的推論の構造と性

能を明らかにし､時系列やシステムの近似問題を解決し､さらに情報理論と深 く

かかわってくる｡

情報幾何学は世界でも研究者が増えつつあり､すでに2回の国際ワーク
ショップが開かれ､2回が計画中である｡
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